
文化庁委託事業
次代の文化を創造する新進芸術家育成事業「実演芸術連携交流事業」

平成２７年度
国内専門家フェローシップ制度

募集案内

【募集期間】平成２７年６月１５日（月）～７月１０日（金）※必着

＜問い合わせ・提出先＞

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会［芸団協］

〒１６０－８３７４ 東京都新宿区西新宿６－１２－３０ 芸能花伝舎２階

Tel：０３－５９０９－３０６０

E-mail：renkei@geidankyo.or.jp

※ 募書類様式は芸団協ウェブサイトからダウンロードできます。

http://www.geidankyo.or.jp/

平成２７年６月
文 化 庁

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会［芸団協］



１．目的
多様、多彩な実演芸術を創造し、より多くの人々が享受できる環境を整備するとともに、国際的な発信、交

流を推進するためには、芸術団体、劇場、音楽堂等、ならびにその担い手が連携し、プロデューサー、アート

マネジメント人材、舞台スタッフ、実演家等、実演芸術に携わる専門人材を育成することが必要不可欠です。

国内専門家フェローシップ制度は、新たな学びの場となる多様な実務研修と人的交流の機会を設けることで、

能力向上とより強固な国内専門家同士のネットワーク構築を目的とし、後進の指導も担える中核的存在となる

専門人材を育成することを目指します。

２．対象となる者
音楽、演劇、舞踊、演芸、伝統芸能等の実演芸術分野において、プロデューサー、アートマネジメント、舞

台技術者等として活動する者で、次の条件を満たす者とします。

（１）日本国籍又は日本の永住資格を有すること

（２）平成２７年９月１日時点で満２０歳以上であること

（３）専門とする分野において芸術活動の実績があること

（４）研修修了後も芸術活動に継続して従事し、後進の育成にも貢献し得る者

３．研修先
研修者の研修計画の希望に沿って、事務局によるマッチングを行います。ただし、研修先の事情等により、

希望に添えない場合があります。

（１）優れた活動実績を有する国内の劇場、音楽堂等

（２）実演芸術団体等

   ①協会組織

   実演家、制作者、技術者等の個人又は団体を会員とし、文化振興を目的に活動する国内の協会組織

   ②創造公演団体

   実演芸術の企画、制作、公演実施を主たる目的とし、優れた実績を有する国内の団体

   ③制作団体

   実演芸術の企画、制作、実演家マネジメント等を主たる目的とし、優れた活動実績を有する国内の団体

４．研修期間
平成２７年９月～平成２８年２月

※ 上記期間の内、１ヶ月から６ヶ月程度の研修を行うこととします。

※ 原則として、上記期間内に研修を開始し、開始時期に係らず平成２８年２月末までに終了することとしま

す。

Ⅰ 募集について



５．給付内容
本制度では、研修者、研修派遣元、研修受け入れ先それぞれへ次の給付を行います。

【研修者】

（１）研修開始時及び研修終了時の移動費（航空賃及び有料特急運賃の実費）※研修先が遠隔地の場合のみ

（２）研修日当 研修期間中一日当たり５，０００円

【研修派遣元】

研修者が法人に勤めている者で、所属団体から研修派遣させる場合には、派遣元に次の費用を給付します。

（１）不足人員を補うための人件費 研修期間中一日当たり７,８４０円（月２０日分を上限とする）

【研修受け入れ先】

（１）研修指導料 研修期間中一日あたり５，０００円（月２０日分を上限とする）

６．募集期間
平成２７年６月１５日（月）から平成２７年７月１０日（金） ※必着

７．応募方法
次の１～４の応募様式と、５～６（団体からの派遣申込みの場合は５～７）の添付書類をそろえて、期日ま

でに提出先まで郵送又は持ち込みにてお申込みください。応募様式は、芸団協ウェブサイトからダウンロード

してください。

芸団協 http://www.geidankyo.or.jp/

（１）様式１ 平成２７年度国内専門家フェローシップ制度 申込書

   ※個人からの申込み用、団体からの派遣申込み用いずれかを提出してください

（２）様式２ 経歴書

（３）様式３ 研修計画書

（４）様式４ 推薦書

（５）住民票（発行日が３ヶ月以内のもの）

（６）写真（３×４センチ、バストアップ写真、３ヶ月以内に撮影のもの）

（７）研修希望者が法人に雇用されていることが証明できる書類 ※団体からの派遣申込みの場合のみ

８．応募書類の提出
応募書類は、下記まで郵送又は持ち込みにて提出してください。

【提出先】 〒１６０－８３７４ 東京都新宿区西新宿６－１２－３０ 芸能花伝舎２階

      公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会［芸団協］ 実演芸術振興部

※ 郵送の場合は封筒に、「平成２７年度国内専門家フェローシップ制度申込書在中」と朱書きしてください。

※ 郵送の場合は、宅配便や特定記録郵便等の配達の記録が残る方法で送付してください。

※ 持ち込みの場合は、上記事務所での受け取りは原則として平日１０時～１８時とします。時間外の提出は、

芸能花伝舎１階受付前または芸能花伝舎正門にあるポストへ投函してください。ただし、芸団協職員が直

接受け取りをしなかった場合の応募書類紛失等の事故については責任を負いません。



９．選考日程
一次選考は書類審査、二次選考は面接とし、選考結果はそれぞれ対象者全員に通知します。

募 集 締 切  平成２７年７月１０日（金） ※必着

一次選考（書類） 平成２７年７月中旬

二次選考（面接） 平成２７年７月下旬

研 修 者 内 定  平成２７年８月初旬

研 修 開 始  平成２７年９月より順次開始

※ 上記日程は予定です。応募数等により日程が前後する場合があります。

１．研修計画について
研修計画書（様式３）は、この制度に応募する目的、具体的に学びたい内容、希望する研修先、研修修了後

の将来計画を盛り込み作成してください。

２．推薦人について
推薦書（様式４）は、所属団体の代表者や、実演芸術に係る専門家、有識者等を推薦人としてご提出くださ

い。

３．研修終了報告書について
研修期間中は定期的に研修状況報告書を提出していただきます。また、研修終了後は１ヶ月以内に終了報告

書を提出していただきます。

この報告内容は、本制度の成果、後進への情報提供などの目的で文化庁及び芸団協等のウェブサイト等で公

開する場合がありますので、報告書の著作権の使用についてあらかじめご了承ください。

４．研修者の公表について
選考の結果、研修者に決定された方については、氏名、現在の居住都道府県市区町村、専門分野、研修先に

ついて、文化庁及び芸団協等ウェブサイト等を通じて公表いたします。あらかじめご了承ください。

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会［芸団協］ 実演芸術振興部 担当：藤原、佐野

〒１６０－８３７４ 東京都新宿区西新宿６－１２－３０ 芸能花伝舎２階

Tel：０３－５９０９－３０６０（平日１０時～１８時） Fax：０３－５９０９－３０６１

E-mail：renkei@geidankyo.or.jp

Ⅱ 留意事項

Ⅲ 本制度に関するお問い合わせ


